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Abstract 
 

The purpose of this study was to compare independent and interdependent self-construals in teachers who coach 
athletic club activities and to clarify the relationship between cultural self-viewing and depression. In addition, this 
study presents the results of a comparison between age groups. The participants were 157 middle school and high 
school teachers who coach athletic club activities (male: 128, female: 29). They completed the Scale for 
Independent and Interdependent Construals of the Self and Patient Health Questionnaire-9 (PHQ-9). The 
reliability and validity of each scale were confirmed by Cronbach’s alpha and confirmatory factor analysis. The 
results of this research indicated that interdependent self-construals were significantly higher than independent 
self-construals among teachers who coached athletic activities. In addition, independent self-construals had a 
positive correlation with depression in the young-aged adult group, and interdependent self-construals had a 
negative correlation with depression in the middle-aged adult group. The present findings suggest that cultural 
background is associated with depression. 
Key Words: independent construal of self, interdependent construal of self, mental health, teacher 

(Journal of Health Science, Kyushu University, 43: ●-●, 2021) 

健 康 科 学 
Vol.43, 2021 年 3 月 

 
 

(Journal of Health Science, Kyushu University, 43: 63-70, 2021)



健 康 科 学 第 43 巻 

 
問 題 

わが国では，青少年がスポーツをする場は学校の部活

動が中心であり，その指導はほとんどが運動部活動の

顧問を担当している教員（以下，顧問）によって担わ

れている．2016 年に文部科学省により実施された「教

員勤務実態調査」によると，中学校教員のうち，84.4％

が部活動の顧問を担当しており，その中の 77.5％が運

動部活動を担当していたことが明らかにされている¹⁾．

また，2017 年にスポーツ庁により実施された「平成 29

年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果²⁾」によ

ると，全国の 88.4％の中学校で，すべての教員が顧問

に就く制度をとっていた．以上のように，多くの教員

が部活動の指導を行い，わが国の部活動を成立させて

いる． 

一方，顧問の労働環境は劣悪になっているのが現状

である．2016 年の文部科学省「教員勤務実態調査¹⁾」に

よると，中学校教員の持ち帰りの仕事を含まない勤務

時間の平均値は，平日で 11 時間 32 分，土日で 3 時間

22 分であった．2006 年に行われた調査⁴⁾では，平日で

11 時間，土日で 1 時間 33 分であり，休日の勤務時間

が大きく増加していた．その主な要因は部活動であり，

中学校教員が部活動に費やした時間の平均値は，平日

は 2006 年と比較して 7 分増加の 41 分，休日に至って

は 2006 年と比較して 1 時間増加の 2 時間 10 分であっ

た．また，日本体育協会が顧問について 2014 年に調査

した結果⁵⁾，運動部活動の顧問を担当している教員のう

ち，自身に競技経験がない部活動を担当している顧問

は中学校で 52.1％，高等学校で 44.9％であった．さら

に，競技経験のない部活動を担当している顧問の多く

は最も課題に感じている項目に「自身の専門的指導力

の不足」を挙げており，自身の専門的指導力不足は心

理的負担に繋がることが示されている 6⁾． 

以上のようにわが国では顧問の精神的健康状態が問

題視されている．一般的に精神的健康状態を検討する

際に，文化的自己観が用いられた研究が行われている

⁷⁾⁻⁹⁾．文化的自己観とは「ある文化において歴史的に形

成され，社会的に共有された自己，あるいは人一般に

ついてのモデル，通念，メタセオリーとしての自己¹⁰⁾」

と定義されている．Markus and Kitayama¹¹⁾は文化的自

己観を「相互独立的自己観」と「相互協調的自己観」

に分類しており，相互独立的自己観は，自己を他者か

ら切り離し，個性的・自立的であることを重視し，西

欧文化に特有であるとされている．それに対して，相

互協調的自己観は，他者と互いに結びついた人間関係

の一部として自己を捉えるものであり，自己と他者の

協調的関係を重視し，日本およびアジア文化に特有で

あるとされている¹²⁾,¹³⁾．また高田ほか¹⁴⁾は，相互独立的

自己観と相互協調的自己観は，欧米文化と東洋文化と

いった国際比較のみならず，東洋文化や日本文化内で

の比較に対しても有効な分析手段であることを示して

いる．すなわち，日本文化内においても，文化的自己

観に考慮した比較検討を実施することで，新たな知見

を得ることができると示唆される． 

 文化的自己観と精神的健康状態の関連性における検

討について，高山・戸渡⁷⁾は，中学生を対象に相互独立

性と相互協調性のストレス過程への影響を検討した結

果，相互協調性はネガティブコーピングを媒介として

ストレス反応と疎外感を強めることや，直接的にスト

レス反応や対人的疎外感に影響を及ぼすことを明らか

にしている．相互独立性はストレス反応と対人的疎外

感を抑制することも明らかにしている．また奥野・小

林⁸⁾は，中学生を対象として文化的自己観と心理的スト

レスの関連性を検討した結果，相互協調的自己観が高

い者ほど，全体的にストレス反応が高いことを示して

おり，相互協調的自己観が優勢な中学生に対して援助

の必要性を指摘している．さらに高山⁹⁾は，大学生を対

象に文化的自己観とストレス反応との検討も行い，相

互独立的自己観はストレス反応に対して抑制的であり，

相互協調的自己観は促成的に影響していた．したがっ

て，これまでの研究においては，相互独立的自己観は

精神的健康度の高さに影響を与えており，相互協調的

自己観は精神的健康度の低さに影響していることが明

らかにされている． 

 また高田¹³⁾は，文化的自己観の個人への反映につい

て，日本文化での発達過程を検討した結果，相互独立

的自己観は児童期後期（小学生）から青年前期（中学

生）にかけて低下し，青年中後期（高校生）には低い

水準を維持した後，若年成人期（20 代，30 代）以降は

上昇することを明らかにした．相互協調的自己観につ

いては，児童期後期から青年前期にかけて低下するが，

青年中後期には高い水準を維持した後，成人期（20～

50 歳代）において減少し，老人期（60 歳以上）で再び

上昇することを示した．以上のように相互独立的自己

観．相互協調的自己観は年代によって変化するため，

文化的自己観を年代別に検討することは有効であると

考えられる． 

 これまでの文化的自己観に関する研究は，大学生や

成人を対象としたものがほとんどであり，単一の職業
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に限定した検討はほとんど見受けられず，わが国にお

いて顧問に限定した文化的自己観の研究は行われてい

ない．前述したように多くの教員が顧問を担当してお

り，その中でも運動部活動を担当している教員が多数

である．顧問は学校教育を行う教員としての役割と部

活動を指導するスポーツ指導者としての役割の 2 つの

側面を持っている特殊な職業である．したがって，従

来の成人を対象とした研究とは異なる結果が明らかに

なる可能性がある． 

 そこで本研究では，顧問を対象として，相互独立的

自己観・相互協調的自己観を比較し，文化的自己観と

抑うつ度との関連性を検討することを目的とした．文

化的自己観という観点から抑うつ度を検討することで，

昨今問題視されている顧問が抑うつ状態に陥ることに

対する早期発見，早期対策に繋がることが示唆される． 

 
方 法 

調査対象者 

 九州地区に所在する中学校，高等学校（公立，私立）

において，運動部活動顧問を担当している男女の教員

を対象とした．中学校，高等学校合わせて 15 校に 200

部を配布し 157 名分の調査票を分析に使用した（有効

回収率 78.5％）．男性は 128 名，女性は 29 名であった．

本研究では各学校の責任者に調査協力を依頼し，許可

が下りた学校のみを調査対象とした．質問紙法を採用

し，各学校の責任者に配布，回収を依頼した．調査対

象者の平均年齢は 37.24 歳（SD±10.99）であった．調

査期間は 2020 年 1 月から 2 月であった． 

 

調査内容 

（1）属性 

 属性は，性別，年齢，担当科目，現在指導している

スポーツ，指導しているスポーツの競技経験，現在指

導しているスポーツの指導歴，1 週間の指導時間，家

族構成，指導している部活動の競技レベルといった顧

問自身や担当している部活動の基本的属性を設定した． 

（2）文化的自己観尺度 

 文化的自己観の測定において，高田ほか¹⁴⁾によって

作成された 2 因子 20 項目の相互独立的・相互協調的自

己観尺度を使用した．相互独立的自己観と相互協調的

自己観はそれぞれ 2 つの下位領域から構成されている．

相互独立的自己観は，「常に自分が何をしたいのか分か

っている」，「いつも自信を持って発言し，行動してい

る」などで構成される「個の認識・主張（4 項目）」と，

「他者が自分の考えを何と思おうと気にしない」，「自

分で考えたのが最良の決断である」などで構成される

「独断性（6 項目）」の下位領域から構成されている．

相互協調的自己観は「人から好かれることは大切であ

る」，「集団内の仲間との意見の対立を避ける」などで

構成される「他者への親和・順応（6 項目）」と，「他者

の視線が気になる」，「他者との地位や相対関係が気に

なる」などで構成される「評価懸念（4 項目）」の下位

領域から構成されている．「全くあてはまらない（1）」

から「ぴったりあてはまる（7）」までの 7 段階評価尺

度である．得点が高いほど，各自己観を有していると

される（相互独立的自己観：70 点満点，相互協調的自

己観：70 点満点）．本尺度は，高田¹⁵⁾の原尺度の改訂版

であり，十分な信頼性・妥当性が認められている． 

（3）抑うつ尺度 

 Muramatsu et al.¹⁶⁾が作成した PHQ 日本語版から，村

松・上島¹⁷⁾が 9 個の質問項目を抽出して作成した PHQ-

9 日本語版を使用した．「物事に対してほとんど興味が

ない，または楽しめない」「気分が落ち込む，憂うつに

なる，または絶望的な気持ちになる」「寝つきが悪い，

途中で目がさめる，または逆に眠り過ぎる」などの 9

項目で構成される．測定する対象期間が 2 週間に設定

されており，「ほとんど毎日（1）」「半分以上（2）」「数

日（3）」「全くない（4）」の 4 段階で評価され，得点が

高いほど抑うつ状態にないことを示している（36 点満

点）．本尺度は，米国心臓協会（ American Heart 

Association AHA）で推奨されていることや，国内にお

ける心血管疾患におけるリハビリテーションに関する

ガイドライン¹⁸⁾の中においても抑うつの評価尺度とし

て挙げられていることから信頼性もあり，十分な妥当

性も認められている．さらに，9 項目という少ない項

目数で簡易に抑うつ度を評価できることから本尺度を

適用した． 

 

分析方法 

分析方法については，使用した尺度の内的整合性を

確認するため，クロンバックの α 係数を算出し，また，

構成概念妥当性を確認するために検証的因子分析を，

使用したすべての尺度に対して行った． 

 また，t 検定を使用して，年代別の文化的自己観の比

較を実施した．年代別に文化的自己観と抑うつ度の関

連性を検討するために，Pearson の相関係数を算出した．

統計解析パッケージは IBM SPSS Statistics25.0 および，

AMOS25.0 を使用した． 
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倫理的配慮 

 調査対象の学校責任者に対して，調査用紙配布前に

本研究の意図を説明し，調査内容については統計的処

理により，個人を特定できない状態にすることを書面

にて説明し，承諾できる場合のみ調査を実施した．本

研究は国立大学法人鹿屋体育大学倫理審査委員会の承

認を得て行われた． 

 
結果 

調査対象者の特徴 

 調査対象者の特徴について，以下の通りにまとめた

（表 1）．男性の割合は 82％，保健体育を担当している

教員は 38.9％となった．指導をしているスポーツの種

目は，陸上（23 名），野球（19 名）， バレーボール（16

名）， バスケットボール（14 名）， 剣道（13 名），硬

式・軟式テニス（12 名），サッカー（11 名），ハンドボ

ール（10 名），卓球（9 名）， 弓道（4 名），ラグビー，

バドミントン， ソフトボール，柔道（各 3 名），水球，

なぎなた， バトントワーリング，新体操（各 2 名），

少林寺拳法，水泳，ヨット，ダンス，（各 1 名）であっ

た．その他の調査対象者の特徴については，表 1 に示

した． 

尺度の信頼性・妥当性の検討 

 使用したすべての尺度の項目に対して，クロンバッ

クの α 係数で内的整合性を確認し，尺度の構成概念妥

当性を検討するために検証的因子分析を実施すること

とした． 

尺度の内的整合性を確認するためにクロンバックの

α 係数を算出した結果，文化的自己観尺度の 2 因子は

それぞれ，相互独立的自己観は .81，相互協調的自己観

は .78 となり，PHQ-9 は .81 であった．クロンバック

の α 係数は 0.7 よりも大きい場合，質問項目が妥当で

あると判断されること¹⁹⁾から，すべての尺度において

基準を上回る良好な値を得ることができ，尺度の内的

整合性は確認された．そして，文化的自己観尺度の因

子モデル，PHQ-9 の因子モデル適合度を確認するため，

検証的因子分析を実施した．適合度指標は，Goodness 

of Fit Index（GFI），Comparative Fit Index（CFI），Root 

Mean Square Error of Approximation（RMSEA）を使用し

た．GFI，CFI はモデルが適合するためには，1 に近い

ほどモデルの説明力があるとされ，一般的に 0.9 以上

が当てはまりの良い判断基準とされている²⁰⁾，RMSEA

は 0 に近いほど良いとされ，0.08 以下であればモデル

の適合が好ましく，0.10 以上で当てはまりが悪いとさ

れる²¹⁾．検証的因子分析の結果，文化的自己観尺度

（GFI=.924，CFI=.998，RMSEA=.009），PHQ-9（GFI

＝.962，CFI＝.978，RMSEA＝.052）であった．それぞ

れの数値が概ね良好な適合度を得ることができ，構成

概念妥当性が示された．以上のことから，本研究で使

用したすべての尺度の信頼性・妥当性が確認された． 

 

文化的自己観の差の検討 

高田¹³⁾は年代によって，相互独立的自己観と相互協

調的自己観は変化することを示しており，成人につい

ては 20 代，30 代を若年成人期，40 代，50 代を中年成

人期，60 代以降を老人期と設定している．本研究にお

いて，60 代は 5 名のみであることから 40～60 代を中

年成人期として，まず年代内による文化的自己観の比

較について t 検定を用いて検討した．若年成人期は 101

名，中年成人期は 56 名であった．若年成人期，中年成

人期ともに，相互協調的自己観（若年成人期：M＝43.70 

SD＝8.99；中年成人期：M＝43.04， SD＝7.76）が相互

独立的自己観（若年成人期：M＝33.83， SD＝8.05；中

年成人期：M＝35.76， SD＝6.35）と比較して，有意に

高いことを示した（若年成人期：t＝7.43， p<.001；中

年成人期：t＝5.02， p<.001）（図 1）．次に，若年成人

ｎ ％ Ｍ ＳＤ

性別 男性 128 82

女性 29 18

年齢 37.2 11.0

20歳代 49 31.2

30歳代 52 33.1

40歳代 24 15.3

50歳代 27 17.2

60歳以上 5 3.2

担当科目 保健体育 61 38.9

その他 96 61.1

競技経験 経験あり 101 64.4

経験なし 55 35.0

未回答 1 0.6

指導歴 10.3 10.0

指導時間 16.1 8.1

家族構成 独身 73 46.5

既婚（実子あり） 62 39.5

既婚（実子なし） 22 14.0

競技レベル 市区町村 48 30.6

県大会 72 45,9

地方大会 6 3.8

全国大会 29 18.5

世界大会 1 0.6

未回答 1 0.6

表1　調査対象者の特徴
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期，中年成人期の年代間による文化的自己観の比較を

実施するため，t 検定を行った結果，相互独立的自己観

（若年成人期：M＝33.83， SD＝8.05；中年成人期：M

＝35.76， SD＝6.35）は年代別に有意な差は認められな

かった（t＝1.55, n.s.）．また，相互協調的自己観につい

ても年代別に有意な差は認められなかった．（t＝0.46, 

n.s．）（図 1）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 文化的自己観の比較 

 

文化的自己観と抑うつ度の関連性の検討 

 年代別に文化的自己観と抑うつ度の関連性を検討す

るために相関分析を行った．年代の設定は上記と同じ

設定とした．相関分析の結果，若年成人期においては

相互独立的自己観と抑うつ度の間で正の相関関係が認

められた（r＝.28， p<.01）．相互協調的自己観と抑う

つ度の間で負の相関関係が認められた（r＝-.23，p<.05）

（表 2）．中年成人期において，相互独立的自己観と抑

うつ度（r＝-.05，n.s.），相互協調的自己観と抑うつ度（r

＝-.17，n.s.），のいずれもの間で相関関係が認められな

かった（表 3）． 

 

考察 
 本研究では，顧問を対象として，相互独立的自己観・

相互協調的自己観を比較し，文化的自己観と抑うつ度

との関連性を検討すること，また，年代別による比較

を検討することを目的としていた．  

本研究で使用したすべての尺度の信頼性について確

本研究の対象である顧問に対して， 高田¹³⁾と同じ年

代別の設定方法を用いて年代内の相互独立的自己観と

相互協調的自己観の比較をするために t 検定を行った

ところ，相互協調的自己観が相互独立的自己観に比べ，

有意に高いことが明らかになった．以上の結果から

Markus and Kitayama¹¹⁾が示した結果，すなわち米国を

はじめとする欧米文化では，自己を他の人々や周りの

事柄とは区別して志向する相互独立的自己観が優勢で

あり，日本をはじめとする東洋文化では，自己に他者

との関係を取り組んで志向する相互協調的自己観が優

勢であるという説を概ね支持する結果であり，運動部

活動を担当している教員という職業であっても，年代

にかかわらず相互協調的自己観が優勢であることが明

らかとなった．また，年代別に文化的自己観を比較す

るために t 検定を実施した結果，相互独立的自己観・

相互協調的自己観のいずれも有意な差は認められなか

った．高田¹³⁾の一般人を対象とした研究において，成人

期は，相互独立的自己観は徐々に上昇し，相互協調的

相互
独立的自己観

相互
協調的自己観

抑うつ

相互
独立的自己観

相互
協調的自己観

-.12

抑うつ .28** -.23*

* p<.05　** p<.01

表3　若年成人期の相関分析結果

相互
独立的自己観

相互
協調的自己観

抑うつ

相互
独立的自己観

相互
協調的自己観

-.31*

抑うつ -.05 -.17

* p<.05

表4　中年成人期の相関分析結果

認するため，クロンバックの α 係数を算出し，尺度の

内的一貫性を確認した結果，すべての尺度において，

質問項目が妥当であると判断される基準値である

0.7¹⁹⁾を上回る良好な値が得られた．また，尺度の妥当

性を検討するため，検証的因子分析を行った結果，モ

デルの適合度が十分な数値を示し，因子的妥当性につ

いて確認できたことから，本研究で採用した尺度の有

用性について確認ができたと考えられる．以上のこと

から，本研究で使用したすべての尺度において，信頼

性・妥当性が認められたため，その後の分析を行った． 

表2 表3
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自己観は徐々に減少することを明らかにしているが，

顧問においては，歳を重ね，社会経験を経ていても周

囲の環境に合わせて，業務をしていることが示された．  

文化的自己観と抑うつ度の関連性について，年代別

に相関分析を用いて検討した結果，若年成人期におい

ては相互独立的自己観と抑うつ度の間に正の相関関係，

相互協調的自己観と抑うつ度の間に負の相関関係が明

らかとなり，中年成人期においては相互独立的自己観，

相互協調的自己観，のいずれも抑うつ度との間に相関

関係が認められなかった．以上のことから、若年成人

期の顧問において，相互独立的自己観が高い者は抑う

つ度の点数が高く，精神的な健康状態が良好な傾向に

あることが示され，相互協調的自己観が高い者は抑う

つ度の点数が低く，精神的な健康状態が良好ではない

ことが明らかとなった．すなわち，若手の年代は，自

分の意見を貫き通して業務をすることで精神的健康状

態が改善され，自分の意見は言わず，周囲に合わせる

ことで精神的健康状態が悪化することが示された．こ

の結果は奥野・小林⁸⁾が中学生を対象に実施した心理的

ストレスと相互独立的自己観・相互協調的自己観の関

連性を検討した研究結果を概ね支持する結果であった．

また，中年成人期においては，文化的自己観によって

精神的健康状態が影響されることはなく自らのスタン

スを確立していることが考えられる． 

以上の結果から，わが国の顧問において，個人は自

立した存在として認識し，スポーツの指導や学校教育

において自分独自の目標や目的などを設定し行動する

相互独立的自己観に比べて，他者である他の教員や学

生あるいは保護者との関係性を重視する相互協調的自

己観が優勢であることが明らかとなった．また，年代

別の検討では，相互独立的自己観と相互協調的自己観

のいずれも有意な差は認められなかった．すなわち，

ベテランの教員になったとしても個人の意思でスポー

ツの指導や学生に対して教育することなく，周りの職

場での環境や影響によって左右されて指導や教育をす

る傾向にあることが示唆された． 

また，わが国の若年成人期，いわゆる若手の顧問は，

自己を他者と区別して自らの規範などを見出すことを

重視する相互独立的自己観を高く持つことで良好な精

神的な健康状態に繋がることを本研究によって示すこ

とができたと考えられる．すなわち，「常に自分自身の

意見を持つようにしている」，「一番最良の決断は，自

分自身で考えたものであると思う」などを心がけるこ

とで良好な精神的健康状態を保つことができると考え

られる．相互独立的自己観の特徴である自分の意見や

考えを主張し，主体的に行動するといった主張行動は

ストレス反応を低減し不安・イライラなどに対して効

果的であることが示されており²²⁾，若手の顧問におい

て同様の傾向が見られた．また，自己の周囲の他者と

の関係性を重視する相互協調的自己観を高く持つほど

精神的健康状態が良好ではないことが明らかになった．

すなわち，「他人と接するとき，自分と相手との地位や

相対関係が気になる」「仲間の中で和を維持することは

大切だと思う」などの相互協調的自己観を持つことで

精神的健康状態が悪化する可能性が示唆された．相互

協調的自己観の中でも「人が自分をどう思っているか

を気にする」「相手は自分のことをどう評価しているか

ということから，他人の視線が気になる」などの評価

懸念は否定的な自己認識に繋がり，ストレス反応の高

さと関連があることを奥野・小林⁸⁾は指摘しており，ま

た，桜井²³⁾，山本・田上²⁴⁾，森田²⁵⁾の結果においても同

様の指摘をしている．中年成人期，つまりベテランの

顧問において，相互独立的自己観，相互協調的自己観

のいずれも精神的健康状態と関連がないことが示され

た．若手の頃は，自分の意見を持つことや，自分の考

えで決断することを心がけることで精神的健康状態が

良好になり，また，周囲に意見を合わせることや周囲

の目を気にすることで自己との違和感があり，精神的

健康状態が悪化していたと考えられるが，ベテランの

顧問は，周囲に合わせることが自分自身のあり方と自

己を捉えていることから，文化的自己観と精神的健康

状態は関連がないことが示唆される． 

本研究では，文化的自己観を用いることによって，

抑うつ度の関連性を検証し，わが国における顧問の精

神的健康状態を年代別に検討した．しかしながら，本

研究の結果のみで，わが国の顧問に関する文化的自己

観と抑うつ度の関連を明確に説明することは困難であ

り，今後はサンプル数を大幅に増やすことや顧問自身

の競技経験の有無での比較，そして研究データの蓄積

も含めてさらなる検討を実施し，文化的自己観と抑う

つ度の関連性を明らかにしていく必要があると考えら

れる．また，若年成人期においては，文化的自己観と

抑うつ度の関連性について有意な相関関係が認められ

たが，いずれの相関係数は低いように見受けられる．

昨今問題視されている顧問の精神的健康状態を解決す

るためには，文化的要因だけでなく，社会的要因や心

理的要因など様々な要因を含めた包括的な検討を行う

必要があるだろう． 
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日本人の顧問の心情や行動を客観的に明らかにする

ためには，文化的自己観を用いて，国際比較といった

相対的な比較が必要であると考えられるため，今後は

西欧文化や他の東洋文化と比較する研究が期待される． 

 

 
まとめ 

 本研究では，若年成人期の顧問において文化的自己

観と抑うつに関連があることが明らかにされた．相互

独立的自己観と抑うつ度の間に正の相関関係，相互協

調的自己観と抑うつ度の間に負の相関関係が認められ

た．中年成人期の顧問は文化的自己観と抑うつ度の間

に相関関係は認められなかった．スポーツの指導や学

生に教育する中での，顧問自身の心情や行動が精神的

健康状態と関連がある可能性が示されたことから，今

後，問題視されている顧問が抑うつ状態に陥ることに

対する早期発見，早期対策のため一考察となりうるで

あろう． 
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